






98

・広大な森林で育まれた本市の水資源は、生活用水や農業用水な
ど市民生活には欠かせないものであり、「水郷ひた」の観光や企
業誘致の重要なポイントとなっています。

・河川環境改善のために、関係団体と連携し清流復活運動を行っ
た結果、大山川・三隈川の水量増加が認められ、最適な放流パタ
ーンを探るための実証実験を行っています。

・福岡都市圏の生活用水として利用されるなどの役割も担っていますが、適切な森林の維持管理が
行き届かないことによる、水源 *1 涵養や土砂流出防止をはじめとする *2 公益的機能の低下と水
環境の悪化が懸念されます。

・筑後川流域及び福岡都市圏との「水」を介した上下流交流を進めることで、森林や水資源の大切
さについて共通認識を深めるとともに、ボランティアや市民による森づくりなどの取組が今後も重
要となっています。

・市民の環境への意識が高まる中、河川水質の向上や松原・下筌・大山ダム湖の水質改善が求めら
れており、そのため、河川管理者など関係機関・団体との連携が必要となっています。

・本市の重要な環境資源である水資源を持続的に活用していくため、 *3 清流保全条例を制定する
とともに関係団体、筑後川流域及び福岡都市圏との連携を強化しながら、森林の水源涵養など公
益的機能の向上や水質改善などの水環境の保全に努めます。

・多くの都市住民が森林に関心を持てるような交流を続けるとともに、市民の交流会等への参加を
促し水源地域としての環境意識の高揚を図ります。

・河川管理者などの関係機関と連携し、河川やダム湖の水質向上のための施策を行います。

*1  涵養（かんよう）
森林や農地が持つ機能の

ひとつで、土壌が雨水を溜

め込むことで河川の流量

を安定させるほか、雨水が

地下に浸透することで水

質を浄化する。

*2  公益的機能
森林の持つ水源涵養、二

酸化炭素吸収、土砂流出

防止、生物多様性の保全

や保健休養の場などの多

面的な機能。

*3  清流保全条例
本市の美しく豊かな河川

を浄化するため、河川の

浄化と河川環境の保全を

図ることを目的とした条

例。

第6 章  環境   水と緑を宝にする (2) 

（2） 良好な水資源の確保

① 水環境の保全
② 市民意識のさらなる高揚と
　 筑後川流域圏との連携の推進
③ 関係団体との連携強化

現 状 と 課 題

環　　境

6 - (2) 

基 本 方 針

水と緑を宝にする  ～ 自然の宝を光らせる ひた  ～

大山ダム
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